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2011 年 7 月から 2013 年 8 月に福島県沖で採捕された底生無脊椎動物（10 綱 46 同定科）の放

射性セシウム（134Cs, 137Cs）濃度を分析し、分類群及び生息場所間での時系列変化を明らか

にした。137Cs は 7 綱（分析 592 検体の 77%）から検出された。濃度の相対的に高い検体は福

島第一原子力発電所付近あるいはその南部で認められ、原発事故直後の高濃度汚染水や海底土

の放射性セシウム濃度の空間分布と一致した。無脊椎動物の 137Cs 濃度は底魚類よりも低く（最

大でツガルウニの 290 Bq/kg）、分類群毎の特徴を見せ、指数関数的に低下した。二枚貝類及び

腹足類の濃度は明瞭に低下し、生態学的半減期は各 188 日、102 日であった。一方、甲殻類及

び多毛類の濃度低下は遅く、生態学的半減期は各 208 日、487 日であった。棘皮動物は一定の

傾向が認められず、消化管内の海底土の影響が示唆された。無脊椎動物の 137Cs 濃度の時系列

的な変化を海水及び海底土と比較した結果、海底土が底生無脊椎動物（特に甲殻類と多毛類）

の放射性セシウム汚染の主な供給源である可能性が示唆された。 
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